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 ６月３０日～７月１日、静岡県熱海市で「い

のちのとりで裁判 全国アクション」原告交

流合宿が行われました。北海道からは６人が

参加しました。細川久美子原告世話人代表の

報告です。 

 

 ２０１３年からの生活保護費

の引き下げについての裁判の原

告が全国で１０００人を超える

中で、初めて原告交流合宿が熱

海で開催され、北海道から原告２人と弁護団

から３人、そして原告世話人として細川の６

人が参加しました。 

 現在、２９ヵ所で裁判が闘われていますが、

２５都道府県からの１２７名の参加で原告も

５０人を超えて行われた初めての交流合宿で

大いに励まし合いました。 

 二日間の開催では、各地からのリレートー

クでいろいろに運動の内容が発言されました 

 

が、北海道からの発言は原告世話人代表とし 

て細川が４年間の活動について報告され、活

動の中から「正義の味方・にごやん」が二人

登場し、大いに場を盛り上げました。 

 夜の交流会では、「ウソ・ホント？」のゲー

ムで原告も支援者も心一つに盛り上がり、楽

しい晩餐会となりました。また、中締めの挨

拶を細川がさせてもらい、私自身も大いに励

まされました。 

 二日目の分散会では、裁判を闘う中での問

題なども出されました。「裁判への参加のため

の交通費の捻出するのが大変だ」、原告が少な

いために「傍聴席を埋めるのが大変だ」など

も出されましたが、参加した人たちはとても

元気でこれからの闘いに大きな力を貰った交

流合宿だったと感じ帰ってきました。 

 これからの北海道での裁判闘争と原告を励

ます運動も広げて行く事も重要な運動だと思

っています（写真は長坂弁護士）。 

左から「にごやん」２号（吉田弁護士）、細川さん、伊藤さん、吉田さん、「にごやん」１号（山本弁護士） 
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